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信頼性統括

USCV安全確認チーム長

理事補佐 泉 達司

本資料は、 USCVへの日本人宇宙飛行士の搭乗に先立ち、
JAXAが実施中の安全確認活動について、現状と今後の進め方
を報告するものである。
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１．経緯と目的

• 本年5月、第56回宇宙開発利用部会にて、

– スペースX社並びにボーイング社による米国商業有人宇宙船(USCV)の開発の経緯と概要

– ＪＡＸＡのＵＳＣＶ安全確認チームの活動の状況と進め方

について報告した。
• ＮＡＳＡとスペースＸ社は2019年3月にクルードラゴン宇宙船の無人試験飛行（Demo-1）を行い、打

上げから帰還に至る基本的な能力を実証。

– 軌道/姿勢の自律的な決定及びマヌーバ、ＩＳＳクルー並びに地上管制官からのコマンド制御、ＩＳＳとのドッキ
ング、指定域への帰還・着水など

• 2020年1月にはインフライトアボートテストに成功。

– クルードラゴン宇宙船が飛行中のファルコン９ロケットから安全に緊急離脱できることを実証。

• ＮＡＳＡとスペースX社は、5月31日に有人試験飛行(Demo-2)としてクルードラゴン宇宙
船を打上げ。同日ISSへのドッキングに成功。現在、ミッションを計画通り遂行中。

– Demo-2では宇宙船クルーへのデータ表示やコマンド処理、同クルーによるマニュアル操縦機
能、室内環境制御、トイレ機能など、クルーとのインタフェースに係る機能も含め実証。

• 今後、有人試験飛行の成功を踏まえたＮＡＳＡによる宇宙船システムの認証審査や一連
の打上げ準備審査を経て、クルードラゴン宇宙船運用機の打上げが８月末以降に想定
されるところ、今回はクルードラゴン宇宙船に特化して、JAXAの安全確認の活動進捗と
今後の見通しについて報告する。



• NASAのダグラス・ハーリー宇宙飛行士、ロバート・ベ
ンケン宇宙飛行士の2名を乗せた宇宙船は2020年5
月31日4時22分にNASAケネディ宇宙センターから打
上げられ、打上げは成功。

• その後も順調に飛行し、 5月31日23時27分にドッキ
ング。その後6月1日1時30分にISSと宇宙船間のハッ
チが開かれISSへの入室を果たした。

• 今回の試験飛行では、ファルコン９ロケットによる打
上げ/上昇時の航法・誘導制御機能の確認、ISS遠
方域及びISS近傍におけるクルーによるマニュアル操
縦機能等の確認を順調に経た後、予定通り自動制
御にてＩＳＳへドッキング完了。現在ISS係留時におけ
る各種機能の確認を実施中。

• JAXAでは宇宙飛行士の宇宙船への搭乗開始から
ISSへの入室完了まで、NASAからの情報連絡も受け
つつミッションのモニタを行った。

• 今後ISSから離脱し、米国フロリダ半島沖（バックアッ
プ：メキシコ湾ペンサコラ沖）に着水・帰還予定（帰還

時期は8月頃を目途にNASAで検討中）。 3

有人試験飛行（Demo-2）の状況
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２．JAXA USCV安全確認チーム活動の進捗状況

（日時は全て日本時間）
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• 進捗状況は以下の通り（前回報告時からの更新箇所を下線で示す）。

a. 要求の妥当性評価 ‥‥完了

• NASAが定めた最上位の有人要求からUSCVに対する要求仕様への適合性を確認

b. ハザードの識別とそれに対する制御の妥当性評価‥‥完了

• スペースX社クルードラゴン分は完了。

c. 無人・有人飛行試験に対するNASA安全確認プロセスの評価/確認‥‥完了

• 有人飛行試験ミッション機の帰還に係る安全審査及び運用準備審査まで確認済。

d. 無人・有人飛行試験前後のNASA安全評価確認‥‥一部完了

① 有人試験飛行の打上げ前及び打上げ・ドッキング完了時点までの安全評価を完了。

- JAXAもモニタ結果とNASAからの共有情報を基に、打上げ／飛行運用が良好に進捗し、搭
乗員の安全やミッション成否に直接影響する不具合が無いことを確認。

② 引き続き帰還に向け安全を含む準備状況を確認すると共に、帰還後のＮＡＳＡ評価も
踏まえ、クルードラゴン宇宙船の能力に安全上の問題が無いことを確認予定。

安全確認の状況

２．JAXA USCV安全確認チーム活動の進捗状況
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２．JAXA USCV安全確認チーム活動の進捗状況
安全確認の状況（続き）

• 進捗状況（続き）（前回報告時からの更新箇所を下線で示す）。

e. 運用機移行前のNASA認証審査プロセス評価と同審査結果の確認‥‥実施中

① ＮＡＳＡとスペースＸ社は有人試験飛行ミッションの前半に係る飛行後評価を実施中。
同ミッション帰還後に後半の飛行後評価も実施し、最終的に全ての要求への適合を
確認予定。

② 要求への適合が確認されれば、宇宙船システムとしての認証がなされる予定。以降
、認証内での打上げが可能となり、運用機の運航が開始される見込み。

③ ＪＡＸＡは他の国際パートナと共にＮＡＳＡからクルードラゴン宇宙船システムの認証プ
ロセスについて説明を受け、ＮＡＳＡの然るべき担当部署が技術分野毎に専門的知
見と明確な責任分担を以て確実に審査する体制が組まれていることや、スペースＸ
社による有人試験飛行を含めた技術検証の積み重ねの状況についても確認し、ＮＡ
ＳＡやスペースＸ社からの説明に不備や不合理な点が見受けられず、妥当であること
を継続確認中。今後、認証審査の結果を聴取し確認する。

④ ＪＡＸＡは上記と並行して、運用初号機の打上げ準備に係る審査会に参加し、打上げ
/帰還時の地上安全に係るＦＡＡライセンスの取得など運用体制面も含めた機体とク
ルーの打上げ準備状況の確認を行う。

⑤ 以上を踏まえ、最終的に日本人宇宙飛行士の搭乗に安全上の問題がないことをＪＡ
ＸＡ内で審査すると共に、これまでのミッションと同様に、打上げ前のＮＡＳＡ審査会に
おいてＪＡＸＡとしての見解を表明する。



３. 今後の予定
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想定されているスケジュール
・ クルードラゴンの打上げスケジュールは依然流動的な状況が継続しているが、NASAは有人

試験飛行の８月頃の帰還を目途に準備。
・ ＮＡＳＡは認証審査を段階的に行うこととして、最終的な認証審査は運用初号機の打上げ１週

間前に行われる飛行準備審査会と統合する形での開催を検討中。
・ ＪＡＸＡはＮＡＳＡ認証審査並びに飛行準備審査の過程を通じて、クルードラゴン宇宙船の能力

がＮＡＳＡの要求に適合していること、及び日本人宇宙飛行士の搭乗に安全上の問題がない
ことを確認予定。

・ 以上を踏まえ、運用初号機の打上げ前に宇宙開発利用部会へ最終確認結果を報告する。

2019上半期 2019下半期 2020上半期
2020下半期

以降

無人試験飛行(Demo1)
(2019/3/2-8)

インフライトアボートテスト
（飛行中離脱試験）
(2020/1/18)

有人試験飛行(Demo2)
(2020/5/31～)

実運用飛行1号機(Crew-1)
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スペースX社／クルードラゴン(別名：ドラゴン2)

打上ロケット スペースX社 ファルコン9 Block5

乗員 ７名 (最大)（ISS向けでは４名となる）

射場 ケネディ宇宙センター（フロリダ州）／射点：LC39A

打上管制 ケープカナベラル（フロリダ州）

運用管制 ホーソン（カルフォルニア州）

アボート手段 宇宙機エンジンでロケットから離脱

帰還方法 パラシュート降下し、海面に着水

回収地点
大西洋（フロリダ州沖）着水エリア

メキシコ湾岸着水エリア 源泉：NASA CCP Press Kit 等 8

ファルコン9 ロケット2段目
• Merlin Vacuum Engine 1
基搭載
（噴射時間 397秒）

クルードラゴン
（複数回のミッションが可
能な設計。ISSミッションで
の再使用は未定）

ファルコン9 ロケット1段目
• Block 5 Design
（フライバック機能あり。
ISSミッションでの再使用
は未定）

• Merlin Engine
9基搭載
噴射時間 162秒
7607 kN（1.7m lbf）推力

• 打上げ実績：88回*
（内打上げ失敗2回）

*2020年7月3日現在

• 打上げ成功率：97.72％

ノーズコーン

与圧セクション

サービス
セクション

トランク

ソーラーアレイ

クルードラゴン＆
トランクアセンブリ

キャビン内部

スーパードラコエンジン
（アボート用）

スペースX社/クルードラゴン宇宙船とファルコン９ロケットの概要

© NASA

© NASA
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クルードラゴン宇宙船ミッションシーケンス概要

注）上記の時刻や日程は有人試験飛行で予定されたもの

源泉：NASA CCP Press Kit © NASA



CCP契約

IGA/MOU

露

USCVを巡るNASA/プロバイダ/ISS国際パートナの関係

FAA

USCVの打上げ/帰還
に係る公共安全に責
任を有する

加

欧

日本

宇宙飛行士の
輸送等

連携協力
MOU

打上げ/再突入
ライセンス
申請/認可

搭乗員訓練･運用準備･運用に係るTAA

DOD

救助支援
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ISSP

CCP

共通システム運
用経費の負担等

・要求仕様書､HR/NCR等の入手･評価
・TIMへの参加やメールによる情報収集･

質疑応答
・準備審査会等への参加･審議

NASA

搭乗員の輸送に責任
を有し、輸送手段の
安全を審査する責任
を有する
(USCVにて履行)

NASAの安全審
査の状況

要求設定

審査

認証

ISS輸送調達

USCVｼｽﾃﾑ開発

ISS輸送提供
USCVの設計・製造・運用者として
、安全な輸送手段を提供する責任を
有する

プロバイダ

CCPに対する
質問･意見

USCVを巡る各極の責任分担

CCP(Commercial Crew Program) 

ISSP(International Space Station Program) 

https://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=&url=https://www.codot.gov/programs/aeronautics/images/aero_logo/FAA_Logo/image_view_fullscreen&psig=AOvVaw3ZDe2qkqSB54mx9-GTNaY3&ust=1574249111132220


• チームとして実施する安全確認項目は、スペースX社クルードラゴンとボーイング社スターライナ
ーそれぞれについて、以下の通りである。

a. 要求の妥当性評価

b. ハザードの識別とそれに対する制御方法の妥当性評価

c. 無人・有人飛行試験に対するNASA安全確認プロセスの評価/確認

d. 無人・有人飛行試験前後におけるNASA安全評価結果の確認

e. 運用機移行前のNASA認証審査プロセスの評価と同審査結果の確認

• 上記に係る安全確認は、NASAから文書やメール等で提供される情報の他、NASAの主催によ
る多極間技術調整会合や審査会などへの出席を通じて得た情報を基に実施している。

• 開示される文書では機微な設計情報や検証情報が削除されており、ロケットに関するハザード
レポートもリストのみの提示となっている等、米国の輸出管理と知的財産権の制約内において
USCVの安全確認活動に必要な技術情報を最大限に入手。

• JEM/HTVの開発・運用に加え、米国スペースシャトル並びにロシア・ソユーズ宇宙船への日本
人宇宙飛行士搭乗に伴う安全評価活動を通じて蓄積したJAXAの知見に照らして評価を実施。

• 情報収集に限界がある場合には、NASAの安全確認プロセスとそのプロセスに基づくNASAの
評価結果をJAXAとして確認する方法により、安全確認活動を適切に実施している。
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安全確認の進め方について

JAXAのUSCV安全確認チームについて


